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大学教員の 公 募制に関す る研究（2）

一
日本の大学は人材をい 脳 こリクル

ー トするか一

山野井敦徳 （広 島大学）

1 ．研 究 の ね らい

　本研 究 の ね らい は 、こ れ ま で の 大学教授 市

場や 大学人事 に関する研 究 にお い て未開拓で

あ っ た公 募制につ い て 、公募文 書や大学職員

録に依拠 して 、過去 20 年 間の 推移 を い ろ い

ろな角度か ら実証 的に検証 する こ とを目的 と

し て い る 。 具 体的な研究課題 と して は次 の よ

うなテ
ー

マ が対象 と され る。

（1）大学教員 人事 にお ける公 募制の 役割 とそ

　の 社会的意 味付け に つ い て 吟味す る。

（2）過去 20 年 間の 公募文書を対象 に公 募制の

　質的な内容 と量的 変化に つ い て 分析す る。

（3）公 募制 を導入 して い る大学 ・分野 等の 特

性 に つ い て 分析す る。

（4）そ れ ぞれ の 公 募文書 に よ っ て 、具 体的に

　どの よ うな 人材が リクル ー トされた か、各

　公募文 書 と大学職員録を照合 して 特定 し、

　補充者 の 社会的属性に つ い て 分析す る 。

（5）公 募制 に よる研究者養成大 学の 人材供給

　市場 を分析する 。

（6）公 募制か ら見 た ジ ェ ン ダーと マ イ ノ リテ

　ィ とし て の 大学教員 の リク ル
ー

トを分析す

　 る。

（7）公募文書 と補充者 の 年 齢 ・職階 ・学位 ・

　分野等に 関するマ ッ チ ン グ分析 を行 う。

　以上 の 研 究課題 の うち、今回の発表で は実

証研究を中心 に言及す る 。

2 ．分析手 続き

（D 分析の 対 象 とし た資料 は、過去 20 数年 に

わた っ て A 国立大学教育学部 に 全 国か ら郵

送 され て きた公募文書の うち 、皿975年、1981

年 、 且987年 、1992年 を対象サ ン プ ル と して 、

計 1，200 件 を分析 し た。こ れ ら の 公 募文書に

つ い て 次の コ
ー

ド化 作業 を 実施 し た 。

  公 募 の 期 間分析 ： 公募年度、公募月 、締切

　月 、任用 月等

  公 募機関分析 ： 大学の 地域 （都道府県）、

　設 置者、類型 、 学部、分 野等

  基本的属性分析 ；職階、年齢 、学位 、性別 、

　国籍、専門分野 、 授 業科 目等

  公 募条件 分析 ； 学歴 レ ベ ル 、大学院担当 の

　有無、推 薦者 の 有無、教育歴 、社会的経験

　の 有無、そ の 他 の 条件等

  提 出書類 分析 ： 履歴書、最終学校修 了証 明

　書、研 究 業績
一
覧、研 究概要 、研 究計画 書、

　健 康診断 書、住民 票等

  そ の 他

（2）公募制に よ る リク ル
ー

ト分析

　公 募文書 と大 学職員録 と の 照合に よ っ て 補

充者 ｝ご関す る次の 属性 分析 を 実施す る。

  所属機 関分析 ： 大学名 、 地域、設 置者別、

　学部等

  補 充者属性分析 ： 国 籍、性別 、年齢 、職 階、

　出身大 学等

  系列率 分析 ；教科、専攻等 を単位 と して 補

　充者 の 出身校か ら見た 系列率 （％）の 算 出

3 ．検証 の 目的 と仮説

　上記の 分析手続きによ っ て次の 仮説を検証

する 。

（D公募文書分析

  過去 20 年間にお い て 公募 制に よる大学人

　事は どの よ うに増大 して きて い る か 、また

　 どの よ うな大学機 関にお い て公 募制は普及

　 し て きた か 、に つ い て検証 する。

  我が 国の 公募 制の 特徴に つ い て、そ の 内容

　的属性分析か ら読み解 く。

  公 募文書か ら見た公募の 発 送月
・締切月 ・
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　任用 月 を分析 し、公 募サ イ ク ル を検証する。

  公 募文書に 記載 された条件 、特に大学院 の

　設置状況 、推薦 書の 添 付要請、学歴条件等

　に つ い て 時系列 的な分 析を試 み 、高資格化

　の 動向を検証す る 。

（2）公 募制 によ る リクル
ー

ト分析

  所 属機 関分析 に よ っ て 出身校か ら見 た 学閥

　 の 基盤 となる系 列率 は過去 20 年間に わた

　 っ て 時系列 的に どの よ うに 変化 したか を探

　 る。それ に よ る公 募制 に よ る市場変化 の 様

　相 を分 析す る 。

  研 究者養成大学か ら見 た 公 募制 に よ る大 学

　教授 市場にお ける地域的 リク ル
ー

ト状況や

　 系列 率 を分析 し、研究者養成大学にお ける

　過去 20 年 間の 市場変化を把握する 。

  補充者属性 分析に よ っ て 過去 20 年 間 の 年

　齢、職階の 変動 と市場背景、特 に大学改革

　と大学評価等 との 関係を明 らか にす る 。

  公 募制 に よる過去 20 年間 の 外国人 大学教

　員 と女性 大 学教員の 動向に つ い て 分析す る

　と同時に 、そ の 公募制に よ る 可能性を探る 。

　以 上 の 分析を通 じ て 、我が 国の 公募制は 、

大 学機関、人事 シ ス テ ム 及び 大学教授市場 に

お い て どの よ うに機能 して い るか を総体的 に

解明 して み た い 。

4 ，結果の 考察

（1）公 募文書分析

  過 去 20 年 4 時 点 で の 1
，
200 件 の 事 例 を検

　証 して 見 る と、1975年 184件、1981年 237

　件、1987 年 372 件、1992年 407 件 と こ の

　期 間に倍増 して い る こ とが 、理解 され る 。

　公募文書を雖送 した大学を地 域的 に分析 し

　て も、全国的に分散 して い る こ とが理解 さ

　れ る。設 置者別 では 国立大 学 1，00il件、公

　立大学 21 件、私立大学 豊02 件 、そ の 他 71

　件 で、サ ン プ ル が教員養成系の 市場の 特徴

　を反 映 し て い る 。 大学 の 威信別で は 、旧帝

　大 31 件、旧国大 353 件 、新国大 622 件 、

　公 立 大 21 件、旧私大 15 件 、旧私専大 24

　件、新私大 63 件、そ の 他 71 件で 、1日帝大

　や 旧私大で少 な く 、 教員養成系大学 ・学部

　 の 多 い 新国大で 多い 。 これは学問分野 に も

　反 映 して お り、教養系 134件、教育系 761

　件、人 文 ・社会系 100件が 主要 な領域で あ

　 る 。

  我 が国の 公募制の 特徴 に つ い て 、年齢価値

　基準 をベ ー
ス に 、職階に反 映 した公 募制が

　 中心 で 、年齢に 制限を加 えな い の はわず か

　 重0 件で あ っ た。

  公 募文 書か ら見 た 公 募の 発送 月 ・締切 月 ・

　任用月 を分析 し て見 る と、職階に対応 して 、

　時期 に 関す るサイ ク ル が あ っ た 。

  公募文書に 記載 され た条件 を分析する と、

　大学院の 設置 に伴 っ て 、職階 （助手ポ ス ト

　の 削減 も一
因 ）、年齢 の 高齢化 ・高位化 ・

　高学歴化 が生 じて い た 。

（2）公 募制 によ る リクル
ー

ト分析

  所属機関分析 に よ っ て 出身校か ら見た学閥

　の 基盤 となる系列率 は過 去 20 年間にわ た

　 っ て 時系列的 に どの よ うに変化 した かを探

　 る と、市揚の 全体規模 は大きな変化 がな い

　に もかか わ らず 、系列 率は大幅に低 下 した 。

  研究者養成大学か ら見 た 公募制 に よ る 大 学

　教授市場にお け る地域的 リクル
ー

ト状況や

　系列率 を分析 して 見 る と、各研究者養成大

　学 ご との 市場変化が理解 された。

  補充者属性 分析 によ っ て 過去 20 年間 の 年

　齢、職階の 高齢化 ・高位化の 主要な原因は 、

　教員養成系 の 大学院修 士 課程 の 設置に 伴 う

　設置審の評価が 強 く反 映 して お り、公 募制

　導入 の 一
因 とな っ て い る 。

  公 募制に よる過去 20 年間 の 外 国 人大学教

　員 と女性大学教員の 動向に つ い て分 析す る

　と、前者の 外国人大学教員 の 公 募制 は ほ と

　ん ど有効に機能 して い な い こ とが理解 され

　た
。 後者 の 大学女性教員 の リクル ー トは、

　公募制 を導 入 ・適用 す る こ と に よ っ て も必

　ず しも
・
開放 され て い ない こ とが理 解 され

　た。

　なお 、具 体的な資料は 発 表会場 に お い て 配

布する。
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